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　月夜の一晩を舞台にした、シェイクス
ピアの代表的喜劇。英語の押韻を日本語
で表現した意欲的な新訳。7/29（金）・
30（土）には、軽井沢朗読館で同作の朗
読が行われる。（詳細イベントページ）。

金曜日の本屋
〜今月のおすすめ〜
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　東京で 61 年間純喫茶を営み、今年
から軽井沢で営業を再開した老舗「新
宿スカラ座」の、喫茶店としては珍
しい一品「かわり雑煮」。小布施の栗、
海老や鶏肉をお餅で包んで軽く揚げ、
大根やたっぷりの三つ葉とともに、
優しい味わいの昆布だしでいただく。
もともとオーナー夫人が、お酒の後
のシメとして、家を訪れた人に振る

純喫茶でお雑煮？

意外な新メニュー
舞っていた。軽井沢での再オープン
をきっかけに、新たにメニューに追
加。「おおぶりのお餅が２つ入ってい
るので、お昼ご飯にも十分なボリュ
ーム。定番のオリジナルブレンドコ
ーヒーにも合いますよ」。

信州らしく小布施の栗を使った「かわり雑煮」（850
円）。要事前問い合わせ。

新宿スカラ座
軽井沢町中軽井沢 6-14　不定休
11:00 〜 17:00　TEL0267-41-0243
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　軽井沢町の NPO 法人「生物多様
性研究所あーすわーむ」の鳥類研究
家、石塚徹さんがこのほど、2 冊の
野鳥図鑑『見る聞くわかる野鳥界 識
別編』と『同　生態編』（ともに信濃
毎日新聞社）を出版した。
　「識別編」は、野鳥観察の初心者に
もわかりやすく、鳥ごとに見られる
時期や場所、見分けのポイント、イ
ラストを掲載。「同じ種類でも個体ご
とに違う」と、鳴き声のパターンも
複数示した。「生態編」は、採食、繁
殖、季節移動など、野鳥の行動を豊
富な写真とコラムで紹介。野鳥を擬
人化し、気持ちをセリフにした石塚
さん作の漫画も随所にちりばめた。
　2 冊で 286 種の野鳥を紹介し、本
州で見られる鳥はほぼ網羅している。
約 900 枚の掲載写真のうち、ほとん

あの鳥どの鳥？　鳥類研究家が出版

2冊の野鳥図鑑「識別編」と「生態編」 G

どは 2013 年から 14 年にかけ、石塚
さんが撮ったもの。4 分の 1 は軽井
沢町内で撮影した。
　石塚さんは「鳥の行動を理解する
のは難しいが、色々と見当をつけて
考える楽しさを、少しでも感じても
らえたら」と話す。

　軽井沢東部小（児童数 172 人）の
児童と教諭、地域住民が 6 月 29 日、
学校の周りにヒマワリなどの花の苗
を植え付けた。毎年この時期に実施
し今年で 4 年目。学校や保育園と地
域住民が連携し、地域ぐるみで子ど
もを育む「信州型コミュニティース
クール」の一環。東部小通学区内の
6 地区社協の約 40 人が参加した。
　児童らは 20 のグループに分かれ
て作業。地域住民から教えを受けな
がら、手を泥まみれにして苗を植え
付けた。離山通り沿いを中心に約
2600 本のヒマワリ、学校南側の通
りには、インパチェンス、マリーゴ
ールドなど 5 種類の花約 500 本を植

東部小児童と地域住民が一緒に、

ヒマワリなど3000本植え付け

えた。
 　新軽井沢地区社協会長の土屋隆
さんによると、ヒマワリは高さ
60cm まで育ち、花は 8 月 20 日頃
に咲く予定。6 年の小野寺諒君は「苗
を植えるのは楽しかった。花が咲く
のが楽しみ」と話していた。

ともに A5 版で「識別編」は 162 ページ、2160 円。「生態
編」は 288 ページ、2376 円。町内では軽井沢タリアセン「睡
鳩荘」、軽井沢新聞社「金曜日の本屋」（毎週金曜 10:00 ～
18:00）で販売。
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